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Topic of town

　「
も
う
一
度
、
森
と
生
き
る
」
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
、
新
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
導
入

す
る
な
ど
一
昨
年
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
八

東
ふ
る
里
の
森
が
、
今
年
は
Ｂ
Ｂ
Ｑ
ハ
ウ

ス
の
改
装
な
ど
を
行
い
、４
月
28
日
（
金
）

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
４
月
22
日
（
土
）
に
は
「
自
然
と
人
間

社
会
の
共
生
」
を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
開
催
さ
れ
、
昨
年
協
定
を
締
結
し
た

鳥
取
環
境
大
学
と
の
連
携
を
は
じ
め
、
環

境
教
育
や
地
域
農
業
へ
の
貢
献
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
っ
た
視
点
で
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
美
し
い
ブ
ナ
に
包
ま
れ
な
が
ら
、
テ
ン

ト
サ
ウ
ナ
®
、
星
空
鑑
賞
や
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
ツ
ア
ー
な
ど
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
も
充
実

し
た
八
東
ふ
る
里
の
森
。
皆
さ
ん
も
「
五

感
」
で
森
の
恵
み
を
感
じ
ま
せ
ん
か
。

ブ
ナ
の
新
緑
に
包
ま
れ
て

八
東
ふ
る
里
の
森
オ
ー
プ
ン

空
気
澄
み
渡
る
ブ
ナ
林
。
避
暑
に
、
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
に
。
こ
の
夏
は
、
ふ
る
森
へ
行
こ
う
！

　
第
67
回
鳥
取
県
植
樹
祭
が
５
月
13
日

（
土
）
に
岩
美
町
内
で
開
催
さ
れ
、
林
産

物
の
生
産
や
緑
化
推
進
に
貢
献
の
あ
っ
た

団
体
と
し
て
、
有
限
会
社
北
村
き
の
こ
園

（
北
村
大
司
代
表
取
締
役
）
が
、
鳥
取
県

美
し
い
も
り
づ
く
り
功
労
者
知
事
表
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
社
は
、
昭
和
50
年
に
設
立
。
平
成
８

年
に
過
去
最
高
の
え
の
き
た
け
生
産
量
を

記
録
し
、
現
在
は
エ
リ
ン
ギ
ィ
が
主
力
商

品
に
成
長
。
中
国
地
方
産
の
ス
ギ
の
お
が

粉
や
県
産
の
竹
の
粉
炭
な
ど
を
使
用
し
た

無
添
加
・
無
農
薬
の
菌
床
づ
く
り
に
こ
だ

わ
る
と
と
も
に
、
堆
肥
へ
の
再
利
用
な
ど

循
環
型
社
会
の
構
築
に
も
貢
献
し
て
お
ら

れ
ま
す
。
北
村
さ
ん
は
「
よ
り
一
層
販
路

拡
大
に
努
め
、
放
置
竹
林
の
解
消
に
も
つ

な
げ
て
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
八
頭
町
の
農
林
業
の
発
展
に
貢

献
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
こ
の
た
び

の
受
賞
を
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

鳥
取
県
美
し
い
も
り
づ
く
り

功
労
者
知
事
表
彰
を
受
賞鳥取県美しいもりづくり功労者

知事表彰を受賞した㈲北村きの
こ園の北村代表取締役

　
因
幡
船
岡
駅
前
を
流
れ
る
見
槻
川
で
４

月
23
日
（
日
）、
春
の
風
物
詩
と
な
る
鯉

流
し
の
設
置
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
因
幡
船
岡
駅
周
辺
の
活
性
化

を
図
ろ
う
と
地
元
有
志
で
つ
く
る
「
坂
町

一
の
会
」
と
「
因
幡
船
岡
駅
の
活
性
化
を

考
え
る
会
」
が
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
地

域
の
方
か
ら
譲
り
受
け
た
鯉
の
ぼ
り
を
活

用
し
て
い
ま
す
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク

終
了
ま
で
の
間
、
色
と
り
ど
り
の
鯉
の
ぼ

り
20
匹
が
晴
天
を
泳
ぎ
、
駅
舎
に
も
掲
げ

ら
れ
る
な
ど
、
地
元
住
民
や
若
桜
鉄
道
を

利
用
さ
れ
る
方
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

し
た
。

空
高
く
悠
々
と

　

見
槻
川
に
鯉
流
し

春風に乗って気持ちよさそうに泳ぐ鯉のぼり
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Topic of town

　「
交
通
ル
ー
ル
を
守
ろ
う
！
思
い
や
り

を
込
め
て
安
心
・
安
全
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

と
し
た
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
中

の
５
月
12
日
（
金
）、
国
道
29
号
の
通
り

谷
パ
ー
キ
ン
グ
で
広
報
検
問
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
郡
家
警
察
署
や
交
通
安
全
協
会
の
会
員

な
ど
約
30
人
が
参
加
。
ド
ラ
イ
バ
ー
に
チ

ラ
シ
や
交
通
安
全
グ
ッ
ズ
を
手
渡
し
な
が

ら
、
子
ど
も
な
ど
歩
行
者
の
安
全
確
保
や

４
月
か
ら
努
力
義
務
と
な
っ
た
自
転
車
の

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
な
ど
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

　
同
署
の
戸
板
純
也
次
長
は
「
コ
ロ
ナ
が

５
類
に
な
り
、
外
出
機
会
も
増
え
て
居
眠

り
運
転
な
ど
危
険
な
事
故
も
起
こ
り
や
す

く
な
る
。
長
時
間
運
転
す
る
際
は
、
体
調

管
理
を
し
て
休
憩
を
と
っ
て
ほ
し
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

交
通
ル
ー
ル
を
呼
び
か
け

次回、香美町へ！

第27回 新温泉町

【開園時間】午前９時〜午後５時
【休 園 日】毎週木曜日�
【入 園 料】無料　※リフトは有料
【問 合 せ】兵庫県立但馬牧場公園
　　　　　��℡（0796）92-2641

兵庫県立 但馬牧場公園で
大自然を満喫してみませんか？

若
桜
鉄
道
子
ど
も
の
日

イ
ベ
ン
ト
開
催

　
若
桜
鉄
道
の
蒸
気
機
関
車
を
活
用
し
、

鉄
道
利
用
者
や
観
光
客
を
増
や
そ
う
と
、

５
月
５
日
（
金
・
祝
）
の
子
ど
も
の
日
に

合
わ
せ
て
、
若
桜
鉄
道
子
ど
も
の
日
イ
ベ

ン
ト
が
若
桜
駅
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
好
天
に
も
恵
ま
れ
て
多
く
の
家
族
連
れ

が
訪
れ
、
ト
ロ
ッ
コ
乗
車
や
転
車
台
を
回

す
体
験
を
楽
し
み
ま
し
た
。
こ
の
日
、
遠

く
は
鹿
児
島
か
ら
鉄
道
フ
ァ
ン
も
訪
れ
、

若
桜
鉄
道
の
魅
力
と
そ
の
歴
史
を
満
喫
し

て
い
ま
し
た
。

　
今
後
、
若
桜
鉄
道
で
は
各
種
イ
ベ
ン
ト

を
復
活
す
る
予
定
で
す
。
Ｓ
Ｌ
の
汽
笛
が

八
頭
・
若
桜
谷
に
響
く
機
会
が
再
び
訪
れ

ま
す
。

およそ50㌧ある蒸気機関車。転車台の操作バーを
ゆっくりと押し、車両の向きを変える子どもたち

ドライバーに交通安全を呼びかけ、
チラシを手渡す𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷

　牧場公園のゲレンデ山頂には、３ｍほどの大型のブラ
ンコが設置されており、心地よい風を受けながら「大空
を飛んでいるような感覚」と「自然豊かな絶景」を楽し
めます。
　また、夏には山頂付近で但馬牛が放牧され、のんびり
としている姿を見ることができます。他にも、 ヤギやヒツ
ジと直接ふれあえる広場があり、今年生まれた子ヤギた
ちが６月頃にデビューします。
　天然芝の広場には森をイメージした大型の遊具もあり、
家族で大自然を楽しみながらのピクニックに最適です！
　牧場公園で楽しんだ後は、町内の温泉で疲れをとって
リフレッシュしてみませんか？
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